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F.Reuleauxと産業助成協会の新展開に関する一論考
―フィラデルフィア万国博覧会から
ドイツ帝国特許法，世界市場展開へ―

宮下 晋吉＊

プロイセン産業助成協会（１８２１創立）は，ドイツ統一，帝国成立後の１８７５年に定款を改正（名称も
「産業助成協会」に変更）したのち，会報の編集者のF.Reuleauxを中心に協会の改革を行い，１８７０年
代末から１８８０年代にかけて新たな発展を遂げた。そのきっかけとなったのが，１８７６年のアメリカ，フ
ィラデルフィアの万国博覧会とReuleauxによるその報告である「フィラデルフィアからの手紙」，ま
た帰国後同年１０月の産業助成協会会合での彼の報告における「安かろう，悪かろう」で有名なドイツ
製品の品質問題の提起であった。それを受けて，産業助成協会として新たに展開した取り組みが，主
として次の二点である。第一に，アメリカの特許制度にならった新たな考えにもとづく新特許法
（１８７７年５月の帝国特許法）の制定とその普及の取り組みである。産業助成協会は，１８７９年から１８９２
年にかけて，「ドイツで授与された特許の客観的評価」と題する各特許部門毎に特許取得状況を解説
した論文３０件以上を発表，これは，会報上合計２,０００ページを優に超える協会史上最大の取り組みの一
つとなった。第二に，１８７３年のバブル崩壊後，イギリスや台頭するアメリカとの競争をはじめドイツ
をめぐるきびしい経済情勢や関税政策の変化の中で，各産業部門毎に経済情勢と世界市場展開をめざ
した課題を明らかにすることが重要となった。そのため，会報の新編集者H.Weddingを中心として，

「ドイツ産業の経済政策に関する報告」と題する論文が，１８８１年から１８８５年にかけて合計１８本会報上
で発表された。これらの取り組みによって，激減してた会員数を回復し大きく増加させるなど，産業
助成協会は改革に成功した。

キーワード：産業助成協会改革，F.Reuleaux,「フィラデルフィアからの手紙」，「特許の客観的評
価」，H.Wedding,「ドイツ産業の経済政策に関する報告」
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２）関税政策と諸産業―１８８１年４月４日の会合
３）専門機械製造の発展―機械工業
４）世界市場展開めざして―鉄工業と植民政策

おわりに

はじめに

昨年度の本誌に掲載の筆者の一連の論文１）にお

いて，筆者は，P.C.W.Beuthによる創立とそれ

に続く時期（１８２０-４０年代）のプロイセン産業助

成協会（１８２１年創立），および技術導入や懸賞問

題をはじめとするその活動，そしてさらにそれら

を通した工業経営者の組織化から科学の組織化へ

のプロセスなどを具体的に明らかにした。

ところで同協会は，１８７０年代末から新たな発展

を始める。それが，１８７９年から１８８０年代を通して

の新しい取り組みであるが，その契機は１８７６年の

フィラデルフィア万国博覧会であり，「安かろう，

悪かろう」で有名なあの「フィラデルフィアから

の手紙」によってその引き金を引いたのが，当時

産業助成協会会報の編集者で，協会の中心に位置

していたF.Reuleaux（１８２９-１９０５）である。

本論文は，このReuleauxの「フィラデルフィア

からの手紙」と産業助成協会の関わり，およびド

イツ帝国特許法（１８７７年）や経済，とくに世界市

場展開対応という産業助成協会の二つの新展開を

取り上げ，そのプロセスと歴史的意味について論

考する。

なお，戦後ドイツのReuleaux研究を代表する

と思われる，Hans-JoachimBraunのそれ２）につい

ては，ここではReuleauxと産業助成協会の関わ

りの欠如というその基本的な問題点のみを指摘し

ておきたい。

１．F.Reuleauxと産業助成協会改革

F.Reuleauxは，産業助成協会会報の３代目の

編集者（Redakteuer）である。初代が創刊から３７

年の長きにわたって工業学校最初の本格的な教科

書，“ElementdertechnischenChemie”（１８３１年）

の著者で，あのJ.W.Weddingとともに活躍した

工業学校教師E.L.Schubarth（１７９７-１８６８，在任

１８２２-１８５８年）であり３），次の建築検査官のAltgelt

（在任１８５９-１８６４年）をへて，１８６５年初めに王立工

業学アカデミー（工業学校が名称変更，１８６８年に

は同アカデミー校長にも）教授に就任と同時に，

Reuleauxが１８６５年に１月１日付でこの編集者に

就任し１８７６年末まで勤めた。

Reuleauxの専門の機械工学者としての経歴や

そうそうたる業績４）は省くが，会報改革としてい

わゆるひげ文字からラテン体へと会報に使用する

活字を変えたなど形の面以外に，内容に関わる編

集方針として，「たんなる記述」ではなく，「描写

される機械や装置から，できるだけ一般的理論的

視点を獲得する」ように努め，それによって会報

が「多くの点で技術的，科学的位置を獲得しよ

う」５）としたという。

彼は，会報掲載の論文類を３つに区分し，従来

からのⅠ．会務関係，Ⅱ．論文と「外国の著作か

らの引用」に加えて，「Ⅲ．運動学的報告」の区分

をつくり，そしてその枠組みにおいてほとんど毎

号，自身の論文で，後に単行本としても刊行され

た著名な「運動機構学要綱」（Grundzügeder

theoritischeMaschineGetriebelehre）を掲載した

（１８７１-１８７６年で総ページ数３５０余ページプラス銅

板図版数点）６）。これについては，上述の編集方

針を自ら身をもって実行したわけであるが，そこ

で数多く取り上げられている運動機構のうち伝達

機構のもつ当時の産業技術上の重要性７）もよく知

られている。

同協会は，１８７１年のドイツ統一，帝国成立を受

けて，１８７５年に創立後初めての本格的な定款の改

正と名称変更を行った。議事録上条文の修正以
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外，論議過程の詳細は不明であるが，以下，その

主な内容をみてみる８）。

まず第１条「協会の目的」については，「ドイツ

帝国における産業の発展と飛躍を促進する」と，

旧定款の「プロイセン国における」が「ドイツ帝

国」に代わった。これによって広く全ドイツの産

業振興に責任を負うこととなり，またしたがって

会の名称も「プロイセン産業助成協会」から「プ

ロイセン」がはずされて「産業助成協会」に変更

された。

次に大きな変更は，第２条（旧２，３条）「この

ために用いる手段」である。

それは７点に整理され，箇条書きされたが，と

くに「発明と発見，経験と観察に関する講演と報

告，それとともに引き続く討論」（１項）と新たに

討論重視が入り，それに「技術上，および産業上

の時事問題の論議」（２項）が加わり，そしてその

「迅速な会員への議事報告」義務（３項）が新たに

定められ，さらに懸賞問題などの扱い（５項）で

は，「技術的問題の解決」の場合以外に「科学的，

技術的論文の提出」が義務づけられていることも

目を引く。その他従来の会報の扱い（４項）など

は本質的な変化ではない。

そして上記２条１項の「規則的に繰り返され

る会合」として，新たに「技術委員会」（technische

Aufschus）が設けられ（第９条以下，４０名），旧定

款による従来の管理部，専門部がこれに形を変え

ることになった。

以上が定款改正の主要な内容であるが，協会は

これにもとづき，１８７５，７６年にはとりあえず従来

の議事録部分を「付録」（Beilage）の冊子として

独立させ，７７年から本格的に会報に加えて別雑誌

「議 事 報 告」（SitzungsberichtederVereinzur

BeförderungdesGewerbefleißes）を創刊した。

これは月刊である。こうして，新定款にもとづ

き，「分冊を毎月刊行させる革新」９）（Reuleaux）

がなされた。

ところで産業助成協会の１９世紀中葉以降の低

迷，とくに会員数の減少は，１８３９年の最高時９７６

名に対して，最も少ない１８７７年には，創立時と同

じ３６７名にまで落ち込んでいる。Reuleauxの後継

の編集者となったH.Wedding（１８３４-１９０７）が挙

げている１０），「本質的に多数の協会の頻繁な分離

による」，あわせて産業技術に関わる各種「専門

誌」が発行されるようになった理由もあるが，ド

イツ産業革命前の１８２１年に創られた協会のあり方

と組織が，産業革命を終え，ドイツ統一，帝国成

立を経，急激に変化を続ける１８７０年代ドイツの産

業と社会において，十分機能を果たし得なくなっ

ていたからであろう。

その本質的一面に関わって，F.Reuleauxは

１８７６年末の「会報の編集者の変更」と題する一文

において，実にあけすけに，次のように述べてい

る１１）。

「私の就任時，１８６５年に，会報に関してそれま

で豊かに流れていたその素材の源泉が枯渇した」。

そのわけは，イギリス等との通商条約の締結によ

って「王国政府によって許されてきた，外国から

の新しい機械や装置の無関税の輸入を終了」させ

られたからである。ドイツは産業革命を終え

「１８２１年に弱々しい男児は，…成人して強壮な男

になった」１２），つまりドイツ産業は大きく成長し

た。筆者が以前の論文で主張した創立とそれに続

く時期の工業学校や産業助成協会の「技術導入手

段」としての役割，Beuth以来の技術導入システ

ムが，通商条約の締結によってついに終止符が打

たれる結果になった，と。

ところでReuleauxは，この一文で，従来の技術

導入手段の最も重要な部分を占めていた，機械や

装置の図版，その鮮明なコピーに不可欠であっ

た，高価な「銅版彫刻術の維持」を心配し，見込

まれる需要減によりその「生存能力」を危ぶんで
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すらいる１３）。だがしかし協会にとって，また

Reuleauxにとっても，銅版彫刻術の行く末を気づ

かうよりもむしろ，新組織，新しい入れ物に，枯

渇した源泉に代わる新しい中身を盛り込むことに

腐心しなければならなかった。そのきっかけとな

ったのが，１８７６年のフィラデルフィア万国博覧会

であった。

２．フィラデルフィア万国博覧会と産業助成協会

１）「フィラデルフィアからの手紙」をめぐって

フィラデルフィア万国博覧会は，アメリカ合衆

国建国１００周年の年，１８７６年にフィラデルフィア

で開催された万国博覧会であり，１８９３年のシカゴ

と並び，産業革命を終えたアメリカの国力を世界

に示した博覧会として知られている。当時産業助

成協会会報編集者のF.Reuleauxが約３ヶ月現地

に滞在して，この博覧会報告として，「第１の手

紙」（６月２日）から「第１０の手紙」（９月初め，

ただしこれのみは帰国途上）まで１０本執筆，本国

で逐次‘NationalZeitung’紙において発表した

「フィラデルフィアからの手紙」１４）は，「安かろ

う，悪かろう」に象徴されるドイツ製品の品質問

題の提起として，一般的にドイツ史上有名である

が，一方それと異なる上記見解１５）もある。

そこで，次の三点についてその内容を確認して

おく。

第一は，この手紙が，会場の光景，様子や各国

の出品の紹介や評価からなるのは当然であるが，

たんなる紀行文ではなく，１０本全体として明確な

論を持つことである。

まず「第１の手紙」，「１００年祭」地所に設営され

た会場の光景や様子，さながら「産業オーケスト

ラ」としての展示の概観を描き出した後に，現地

の新聞，とくにドイツ系アメリカ人のそれの「評

決」，辛辣な評価として，①「ドイツの産業は『安

かろう，悪かろう』の根本原理をもつ」，②とくに

工芸，造形美術の分野において「世界の試合場に

ふさわしくない」「偏狭な愛国主義」は鼻持ちな

ら な い，そ し て ③「工 芸 に お け る セ ン ス

（Geschmack）の欠如」と指摘し，他の国々は「い

くぶん学ぶべきものを見いだしたが，ドイツにお

いては何もない !」ときびしく非難したことを

Reuleauxは紹介している１６）。─これが，事実上

１０本の手紙全体の，しかもおそらく読者にははな

から強烈なインパクトを与える問題提起となる。

実際彼は，本国の読者の反応を知った上で，「安

かろう，悪かろう」の，「ドイツ産業のまったく顕

著な部分の…競争は価格の引き下げによってしか

可能でないという根本思想」について，今度は自

身の言葉で具体的に敷衍している１７）（「第３の手

紙」）。

そして最後の「第１０の手紙」であるが，そこで

はReuleauxは本国やイギリスなど他国の，この

手紙に対するさまざまな反応に触れた後，明らか

に１０本の手紙全体の結論として，次のように述べ

ている。「ドイツ産業は，たんなる価格による競

争の原理から離れ，そして断固として質，もしく

は価値による競争のそれに移行しなければならな

い」１８）と。

このように，Reuleauxは明確な論として，個々

の出品の評価にとどまらず，ドイツ産業全体の問

題として，「世界の試合場」，すなわち世界市場に

おけるドイツ製品の品質問題を提起していること

は，上記見解にもかかわらず，まったく疑問の余

地がないことをあらためて確認しておこう。

第二に，この手紙全体で最も重要なのは，ドイ

ツ産業の製品，ないし「生産物」の質，とくに

「工芸的なものにおけるセンスの欠如」の議論，

すなわち「第５の手紙」，「第６の手紙」およびそ

の続の製陶術（Keramik）の記述であろう。これ

は，ドイツとの比較も含めてアメリカの個別産業
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の状況を出品などを通して述べている「第４の手

紙」（製鉄と機械），「第７の手紙」と「第８の手

紙」（製本業，錠前などその他雑多な産業）と比

し，読者により強い衝撃を与えたように思われ

る。

ここでは主に，アメリカではなく，とりわけロ

ンドン万博の１８５１年以来のイギリスの製陶業の

「顕著な発展」を取り上げ，出品したイギリスを

代表するDoultonはじめいくつかの商会に即して

具体的に説明している。

とくに「第６の手紙」とその続き全体１９）にお

けるReuleauxの主張を要約する：

産業革命をいち早く終えたイギリスは古典的な

器以外に，さまざまな日常生活用容器，あるいは

タイル，レンガ，さらにはテラコッテ等建築等の

材料，あるいは耐火石材，蒸留器など化学工業等

産業用にも用途を拡大し，産業化，機械化（「ろく

ろに蒸気を使用」するなど），大量生産と規格化

（「あらゆる容器は唯一」）を強力に進め，こうし

た「通常の需要」用の「堅牢な土台」の上に，造

形美術が高い水準，質を誇るようになった（ドイ

ツの磁器よりも薄く，強い，ないしフランスのセ

ーブルは出品しなかったが，会場には「ありあま

るほどイギリス製のセーブルが」）。

その上で彼は，「ドイツには気の毒な工芸的な

ものにおけるセンスの欠如」について，次のよう

に論じている。

ドイツ人は「他の文明国と競争し得るほど，美

を発揮する能力を持っていないのか」とドイツ人

の自尊心に触れる問題を立て，「世界に最良の音

楽家を与える」，「文学において１０００年に２度の全

盛期を示す」国が，もともとそうした能力に欠乏

しているはずはない，今流布しているイギリスの

陶器の柄見本の３/４ないしそれ以上が，もともと

ドイツに由来するものだと２０）。

ちなみに筆者は，上記二つの講演もそうである

が，文章表現力も彼の主張の影響力を強めている

と思う。彼の文章は読むのに正直に言って骨が折

れるが先を読み続けずにはいられない不思議な魅

力を持つ。Weddingは，Reuleauxの「理想的，哲

学的方向」を指摘しているが，抽象理論的という

よりも，本質的論点を鋭くつき，しかもそれを卑

近な例も用いてわかりやすく説明する，─とくに

手紙のこの部分は文化史以外に社会的発想も強

く，「普遍的教養」２１）を重視したReuleauxの特徴

が最も面目躍如しているところであろう。

第三に，以上の質の問題に劣らず重要なのは，世

界市場におけるアメリカの産業，アメリカ市場の位

置，目を世界に開かせる経済情勢（wirtschaftliche

Lage）分析を創出したことであろう（「第９の手

紙」）。

まず，今回の博覧会へのドイツの「不出品，な

いし貧弱な出品…の共通の理由」として，「われ

われのまわりに拡がっていたアメリカの産業，ア

メリカ市場の過小評価」２２）を挙げる。そのうえで

彼は，「アメリカ産業が最近１０年間に驚くべき高

さにまで進歩した」のは，第一に「肉体的労苦を

省く場合」機械，第二に「高い賃金による労働者

の有能さ」を「決定的な手段」としてきたからで

あり，これら「両要素はあいまって，かなり安い

価格にさいして，よりよい，大部分はまったく優

れた質をもつ生産物を供給」することを可能にし

た，しかもドイツより「はるかにまさる国の農産

物と地下資源の財産の上に，まったくの大産業が

建設された」と主張する２３）。したがって，ドイツ

産業が陥っている「安かろう，悪かろう」の対極

として，いわばめざすべきお手本として，アメリ

カ産業を考えていることがわかる。

そこでReuleauxは，それまでとは趣を異にし

てこの手紙では，合衆国統計局等の統計データを

分析してこのことを数字で表すことを試みる２４）。

その上で彼は最後に，「アメリカ産業の全体像」
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を示すものとして，１８７５，７６の両会計年度（６月

まで）のアメリカの貸借対照表を掲げている。

１８７５年度は輸入超過が１９５６万ドルに対して，１８７６

年度は輸出超過がなんと７９６４万ドルである。これ

について彼は，世界経済におけるアメリカ産業，

アメリカ市場の位置を「註釈なしにおのずと物語

る」と述べている。

ところで，以上の「フィラデルフィアからの手

紙」全体を通して述べられてきたドイツ「産業の

悩み」を前に「害悪と闘い，成功するために，い

かなる歩みをとって進まねばなららないの

か」２５）。

Reuleauxは「第１０の手紙」の末尾で，「安かろ

う，悪かろう」を離れて「質，もしくは価値によ

る競争に移行し」，「それでもなお安く，売りやす

い商品を生産するため」の「根本思想と目標」に

ふれ，それを実現するには「多かれ少なかれあら

ゆるわが産業に…改革の努力」が求められ，そこ

でドイツ産業を担うさまざまな部分，「個々の産

業家，工業会議所，産業協会のような総体もしく

は代表，…国家行政，購買する公衆，労働者」，さ

らには「番人」として新聞も，こうした歩みに

「協力すべき」，もしくはなんらかの「義務」を負

うことを指摘し，さらに帰国後「変化を惹起する

ために，…挙げられた個々がどのように活動すべ

きか」について，「私の見解」を提出することを予

言２６）までして，この「フィラデルフィアからの

手紙」をしめくくっている。

なお，Reuleauxは帰国後ただちに，一つの見

解２７）を帝国官房あてに提出している。「込み入っ

た…わが産業の害悪」に対し「治療を可能にする

はずの手段」として，それぞれ具体的な提案を含

む１１点２８）を提起している。第一が「特許法の発

布」，これについては次章で重点的に取り上げる。

第二が「公的な入札方法」，第三が「関税定率の修

正」である。関税政策に関わる産業助成協会論議

は後に取り上げる。

２）フィラデルフィア万国博覧会と産業助成協会

─１８７６年１０月９日の会合

「フィラデルフィアからの手紙」の国内外の反

響は，Reuleauxの思惑どおりか想定外かは別とし

て，激しく反発，反駁する一部の人々の「立腹と

激情」は，おそらく彼の予想を上回り，実際「手

紙」を焼くなどかなり激しかったようである２９）。

しかし，彼は，「豊作か凶作かと同様に，産業の

幸，不幸が国全体に作用」するので，「社会の前で

つつみ隠しのない自由な議論の正当性」３０）を主張

しつつも，「第１０の手紙」の中でその一端に触れ，

引用，コピーの改ざん，言っていないことまで言

っていることにされて非難される（せっけん像の

話）など，そのすさまじさにいくぶん辟易してい

る様子も見せる。

ともかくこうした騒然とした状況の中，帰国直

後の１０月９日にReuleauxは，（新定款にもとづき

前に議題が予告される「技術的議事日程」として

の）産業助成協会の会合で，おそらくは会内外の

多くの注目を集めてフィラデルフィア万国博覧会

報告の講演を行う３１）。この日の議長は R.v.

Delbrückではなく，W.Siemensがつとめた。

Reuleauxの「一般的概観」３２）としてのこの報告

の内容の検討に移ろう。

この報告で最も注目されるのは，彼は「フィラ

デルフィアからの手紙」よりもアメリカ産業の評

価を高め，したがって「すべてわれわれが思い描

いていたものをしのぐ出来ばえをもって現れたア

メリカ」の出品に関する記述が，他の各国に比し

圧倒的に多く，しかもアメリカとの比較において

ドイツの後れをきわめて鮮明に示していることで

ある３３）。

それらをふまえて，Reuleauxは，次のように出

席者に問いを投げかける。
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「諸君，あなた方はなお，たとえわれわれがよ

り大きな力を出品したとしても，この強力な産業

に対して優れたことをなし得たか？」，仮に「わ

れわの有能な商会の後れ」，「不十分な出品」とい

う不本意な事情がない，すなわち「われわれの全

ての登場においても，アメリカにはるかに劣って

いたにちがいないとしても驚くだろうか？」３４）

と。

このように彼は，ここでもたんなる博覧会の

「一般的概観」，「一般的像」の記述にとどまらず，

とりわけアメリカとの比較におけるドイツ産業の

後れという彼の主要な結論の一つを実に鮮やかに

打ち出して，この報告を終えた。予定時間超過の

講演であった。

この報告は出席者一同，さらには産業助成協会

としてどのように受け止められたか。

まず当日の会合の議長のSiemensは，「感動的

な言葉で講演者に感謝し，そして聴衆に，何が起

ころうとも彼への感謝にくみするように勧

め」３５），即座にReuleauxへのいわば全面的な支持

を表明している。しかしその日は予定時間超過の

ため「その他のテーマは取りやめになった」の

で，講演後行われるのが通例である議論ととも

に，次に持ち越された。

１０月２３日臨時に開かれた会合の議論で最も重要

なのが，次のWeddingの報告である：

「私は，（フィラデルフィア万国博覧会のドイ

ツ）帝国委員として，…卓越した産業家たちを引

き寄せるのに苦労した。…博覧会は，一般的な視

察の場合，われわれドイツを，祖国を恥じる根拠

を少しも与えなかった。まさによい全体印象にも

とづく私の見解をつくった。われわれの尊敬する

友人Reuleauxが，彼の懲戒の意思表示をなした

とき，私は誤りを悟った。Reuleaux氏は，少しも

疑問の余地がないほど十分に彼の判定の根拠を挙

げ，この問題において彼は正しさを言い当てた。

…多くの対象の質は悪く，私がさまざまな議論か

ら聞き知った限りにおいて，事実この判断をくつ

がえすのに成功していないことを認めねばならな

いだろう。」３６）

このようにWeddingは，博覧会委員としてのい

わば率直な自己批判も含めて，Reuleauxを明確に

支持する意見表明を行った。ただし，Wedding

は，「私の心を痛ませた」，「それは正しくない」と

Reuleauxの「やり方」自体についてはこれをたし

なめている３７）。講演直後のSiemensのすばやい支

持表明とともに，穏当と思われるこのWeddingの

意見がこの議論の方向を決定づけたように思われ

る。

実際その後，とくに翌１８７７年初めから産業助成

協会の新定款にもとづく活動が，新編集者 H.

Weddingを中心に開始されるが，最初の取り組み

が，まさにReuleauxのフィラデルフィア万国博

覧会報告のいっそうの展開，とくにその「個々の

部分に関する講演を傾聴すること」であった。１

月８日の会合で，当日予定されている以外１月２３

日の臨時の会合も含めて「できる限り迅速に次々

と開く」という提案が承認され３８），１月から２月

にかけて合わせて３回，このテーマで開催されて

いる３９）。

３．産業助成協会と特許

１）Reuleauxとアメリカの特許制度

以前の論文において筆者は，プロイセンの１８１５

年１２月１４日付「特許の授与に関する公告」がただ

ちに近代的特許制度の成立とはいえない点を指摘

したが，とりわけ１８６０，７０年代に入ると，その特

許制度の，産業の自由な発展を妨げ，「一人のた

めにすべての他の者の自由を制限」する「特権」
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（Privilegium）としての面，また特許業務上鑑定

を担ってきた王立工業技術代表以来の機関が「特

許却下官庁」４０）と呼ばれるほど審査があまりにき

びしく，かつ硬直化していたことが桎梏となって

いることが誰の目にも明らかになり（いくつもの

重要な発明に対する特許審査をめぐるトラブ

ル４１）は技術史上有名である），「廃止一般への期

待」も高まっていた。

すでにReuleauxは，産業助成協会会報上でド

イツに比して圧倒的に多いアメリカの特許授与数

に注意を喚起する４２）などしていたが，上で述べ

たように，１８７６年９月の帝国官房宛手紙では，

「わが産業の害悪…の治療手段」の第一に，「特許

法の発布」を挙げた。

彼は，それまで主張してきた一連の理由以外

に，新たにアメリカにおいて，「非常に決定的な

理由」を得たという。それが，すなわち特許制度

は，ある特別な「分業」につながるという理由で

ある。それをReuleauxは，次のように説明して

いる４３）：

「特許が生じる利益は，その詳細のあらゆる専

門家を促して，それからことさらにある新しい側

面を手に入れさせ，その改良に特許を得させ，そ

してその利用し尽くしを行わせる。成果によって

おびき寄せられて，そして第一の肩の上で第二が

ふたたびその方法を改良し，これにもとづいて第

三が，こうして，しかしつねに個々の点への思想

の集中のもとで，他のものの改良が整列する。そ

れゆえさしあたり，思考の分業（eineTheilung

derGedankenarbeit）が成立し，産業労働をはじ

めて可能にする資本が利得を約束する発明に流れ

込むので，ついで産業の分業がただちにそれに接

続する。」

そこで彼によれば，「かくして特許法は，気づ

かれずに，かつ非常な強制なしに軌道に導き，全

体に好都合な利益伝達の調節器（einRegurator

desGewinntriebes）」４４）になる。つまり特許法は，

機械工学者らしい表現であるが，あたかも蒸気機

関の遠心調速器が伝達機構をとおして作業機に伝

わる動力を自動制御するように，利益の伝達を自

動的にコントロールする社会的メカニズムという

ことになる。

またReuleauxは，すぐ上で取り上げた１０月９

日の産業助成協会の会合でのフィラデルフィア万

国博覧会報告の講演の事実上のもう一つの主要な

結論として，「ある改良が他の改良に列をなして

続く…思考の分業」をなすアメリカの特許制度こ

そ産業の発展の「推進力であり，しかも精力的な

推進力であり，…しかも総体の課題における最も

有益な総体の分業に導く利益推進力」であり，

「産業の生産物をより高い発展に導く」アメリカ

産業の発展の一大要因と主張し，したがってそれ

をドイツ産業改革のための最重要施策として導入

すべきことを強く示唆している４５）。

このようにReuleauxは，新特許法制定に向け

て決定的に重要なこの時期に，アメリカの特許制

度のドイツへの導入を勧め，しかもそれを最も効

果的にアピールした。

なお，ドイツにおける近代的特許制度成立の歴

史的プロセス，とりわけW.Siemensを会長とす

るあの「ドイツ特許保護協会」の新特許法制定へ

向けての活発な運動（１８７４-１８７７年）は周知のと

おりであるが，それについては，とりわけ A.

Heggen４６）が参照さるべきである。Heggenはふ

れてはいないが，Reuleauxの動きは，運動の先頭

に立つ「ドイツ特許保護協会」への，強力な援護

射撃の役割を果たしたとみなされるべきである。

それゆえW.Siemensは即座に全面的支持を表明

したのであろう。

いずれにせよ，ドイツ帝国特許法４７）が，「フィ
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ラデルフィアからの手紙」から１年を経ずに１８７７

年５月２５日付で発布される。

２）特許法と産業助成協会─１８７７年７月２日の会合

施行延期の声を拒否して実施があわただしく進

められ，最初の出願日をむかえた翌日の１８７７年７

月２日に産業助成協会では，技術的議事日程とし

て，特許局長で産業助成協会の有力会員でもある

v.Jacobiを招いて，「特許法への一言」と題する講

演４８）が行われた。この日の議長はDelbrückであ

る。

このJacobiの講演は，新特許法と産業助成協会

の関わりを理解する上で重要なので，次の三点に

ついて検討しよう。

①新特許法のポイント…Jacobiは，この講演の前

半で「註釈は提供しない」といいつつも，この新

法の特徴をなすポイントを，逐条的でないが簡潔

明瞭に説明している４９）。

まず「特許を獲得する資格」（発明者でなく「最

初の出願者」，第３条），特許期間（１５年，第７

条），そして出願手続き（第２１条以降）にふれ，と

くにそれにおいて「公開の原則が，これまで他の

国には少しもなかったほど確立された」と述べ

て，従来の「秘密にした特許は，多分拒絶よりも

共同を損なう」のに対して「公開は，発明をあら

ゆる関係者の共有財産（geistigenGemeingut）に

する」と，「思考の分業」と同様の概念で，その意

味を説明している。

そして出願された件の試験手続き，試験を実施

する特許局の構成など（第１３-１９条），そして特許

手続きの費用（授与に３０マルク，第８条）にふれ

た後，公開の原則とあわせて近代的特許制度の真

髄，新特許法の最重要部分をなす特許使用の許諾

制度，すなわち「許諾強制（Licenzzwang）」を新

たに導入した（第４条）ことを述べ，その意味を，

Jacobiはアメリカの先例を引きながら平易に説明

している５０）。

②新特許法制定の意義…ついで新特許法制定の

意義が次のように強調される５１）。

以前は国（諸邦）毎にバラバラであり，二，三

の国，諸邦は特許を授与しなかったり，別な原則

があったりした結果，ある国では特許が許可され

たのに他では却下されるなどの現象が起こり，ま

た期間，条件もまちまちであったのに対し，新特

許法は「全ドイツに適用される」。それゆえ「一

つの法にもとづく特許」はそうでない場合よりも

「数十倍重い」，つまり「卓越した政治的意義」を

もち，「統一ドイツの形成に寄与した」（政治的意

義）。

ついで「個々の不名誉は全体のそれとして感じ

られてきたか？」と問いかけた上で，これまで

「産業をドイツ的，国民的に形づくるのを怠って

きた」，「（旧）ドイツ特許法の失敗は，ドイツ産業

の堅実さと公正さを害し，まさにこの点によって

産業分野でのわれわれの名声が損なわれてきた」

と述べ，実際ここで彼は，Reuleauxのことを暗に

指して「大洋の向こう岸からラッパを響かせる

人」５２）と揶揄しながら，「フィラデルフィアから

の手紙」の，彼が理解するところの意味とあわせ

て，新特許法のとくに産業上の意義について，ラ

ッパの響きに喩えて実にわかりやすく語ってい

る：「わが産業は，わが陸軍と同様，集合し，かつ

統一的に行進すべきである。…今ラッパ手は吹

く，全員集合！」５３）。

このようにJacobiはこの新特許法を契機とした

ドイツ産業の新たな結集（「全員集合！」）と，し

かも「ドイツ産業の重点，かつ集合点を，すでに

強力な帝国と結びつけ」ることを強く求め，その

ため産業助成協会に具体的な協力要請すらしてい

る。

③産業助成協会への要請…Jacobiは，講演冒頭

で新法制定を求めて強力に運動を展開してきた上
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記「ドイツ特許保護協会」にふれ，目的が達成さ

れたとして早々と「葬式」を準備しているが「ほ

めることはできない…子供（新特許法）の母親た

るものは，若干の期間の養育の世話の責任も負う

べき」５４）とその会長のW.Siemensを前に冗談まじ

りで苦言を呈しているが，その「養育の世話」は

産業助成協会に求められることになる。特許局長

としてJacobiは，この講演のまとめとして「われ

われをあなた方の強力な支援なしにしないで欲し

い」と切に訴え，案文も用意して，当日の会合，

その場で「決議」をすることすら求めている。案

文５５）の内容は，産業助成協会とその会員が「彼

らの助言でもってよろこんで特許局を助ける用意

がある」こと，および特許授与対象，もしくはそ

の包装に「ドイツ特許」，ないし「D.特許」と表記

することである。後者は，その義務づけが立法の

審議過程で立ち消えになってしまった件である

が，Jacobiはこれを協会として自主的に進めるよ

う要請したのである。

これに対して，講演後の議論の最初に，W.

Siemensが発言をしているが，その中でまず前者

について，それは「実際上活動的に生活している

人間にとっては，犠牲」ではあるが，「全知識をも

って特許局に助力する」，「特許局の側からのあら

ゆる問い合わせに対して，力の及ぶ限り，つねに

かつ喜んで答えることを全会員が名誉ある課題と

する」という「決心」５６）を，その場に居合わせた

会員のみならず全会員を代表して表明した。全面

協力を約束しかたく誓ったのである。これが，協

会の新展開，すなわち新たな活動，新らたな，し

かもかなり大きな取り組みである「特許の客観的

評価」を産業助成協会に強いることになる。その

他の議論も重要であるがここでは省略する。な

お，その決議は特許授与の日付も付記するという

一部修正を含めて，全員一致で了承された。また

この講演全文が，この決議や議論とあわせて，月

刊誌「議事報告」等でただちに公刊公表され，協

会内のみならず各方面に影響を与えることになっ

た。

３）「特許の客観的評価」

新特許法の手続きによる最初の出願（７月１

日，１３２件）があり，８週間後の９月からは授与が

出始め，ReichsPatentblätter（帝国特許官報）や

従来の産業助成協会会報に代わってそれを掲載し

始めた新雑誌５７）による特許公示において，月２

回（１日と１５日）出願と授与が入り交じった形

（却下などは別）で，後には（８９にのぼる）特許部

門別に特許公示が発表される。出願，あるいは授

与数の見通し５８）について，上記講演でJacobiは

プロイセンの実績をもとに年の授与１７００件と数字

を挙げ，それに対しSiemensは，議論の中で審査

が厳しすぎないようにと釘をさしながら年５０００件

と予想している。そこではアメリカが毎年平均

１２０００件授与，却下は６００等外国の数字も挙げられ

ている。この１８７７年の帝国特許法は機械と装置等

が中心で取り扱う対象が狭く５９）（第１条），後法

改正されていくが，その後の数の推移を見ると，

グラフ１６０）が示すとおり，出願はすぐに年５０００

件を超え，１８８０年代半ばには１万件超，ほぼ同じ

傾きの右肩上がりで１９１０年４.５万件まで上昇する。

しかし授与数は，しばらく５０００弱で推移し，１万

件を超えるのは１９００年代に入ってである。したが

って，Siemensの予想はほぼ的中したことにな

る。

一方Reulauxは，この議論のなかで，この新特

許法によって，製造業者や発明した産業家にどう

いう状況が惹起されるかについて述べている６１）：

例えば，昨今の状況下で解雇された労働者が，工

場で知り得た知識をもとに特許を出願したとす

る。本特許法では前述のとおり「特許を獲得する

資格」は発明者でなく「最初の出願者」（第３条）
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であるから，彼は「工場で見られた革新の特許を

取得し得る立場にある」。だから製造業者は，先

手を打って「非常に多くの特許をとらねばならな

い」，あるいは「発明した産業家が，特許授与に後

れをとらないために非常に綿密に行動することを

強要される」，そもそもこの法はかかる「効果」を

ねらったものであり，したがって授与の大幅増は

当然である。

ところで Reulauxは，この新たな状況には

Beuth以来めざしながら実現し得なかった懸案を

解決する「利点」とそれにともなう課題があると

いう６２）。新法によって「彼（製造業者）は知らず知

らずのうちに専門（Spezialitaten）を製造すること

に導かれる。…専門化（Spezializierung）によって

まさしくよいものが製造され得，かつ資本が好ん

でこのような方向に向かうだろう」と。それゆえ

Reulauxはこれを「専門に専念する物質的強制」

とも呼んでいる。しかし，この専門化を進めるに

は，製造業者や産業家の前に壁が立ちふさがる。

─それが専門知識である。「当今顕著な専門知識

を要する」，「すでに産業の同じ部門で多大な科学

的知識を備えた者が働いており，新しいことを発

見したと主張するには，あらかじめ多大な資料が

研究され」ねばならない。

そこで１８７９年から産業助成協会の新たな活動，

新展開の最も重要な一つとして開始されたのが，

「特許の客観的評価」の取り組みである。

これは，その特許局職員，もしくは当該分野を

代表する会員等により，特許局の指定する特許部

門毎になされた，発明や特許授与状況に関する技

術的解説である。１８７９年末の，特許局長Jacobiの

序文が付けられたWeddingによる「ドイツで授与

された特許の客観的評価Ⅰ，部門１８ 鉄製産」と

題する論文６３）を皮切りとし，１８８７年まで続くい

ずれも「ドイツで授与された特許の客観的評価」

と題する合計約３０件以上の論文である（表１参

照）。例えば上記Weddingの論文は，当該部門で

新特許法下初の特許公示がなされた１８７７年７月１

グラフ１ 特許件数の推移（１８７７～１９２６年）

出願
抗弁

授与
拒絶および取り消し（１８９４年から）

削除
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表１ 「特許の客観的評価」執筆者一覧

備考執筆者名執筆者職等部 門 名部門番号年

H.Wedding鉱務監督官，特許局委員鉄生産１８１８７９
H.Grotheベルリンの技師紡績７６
E.Blumベルリン─アンハルト機械製造A.G.鋳造３１１８８０
H.Wedding鉱務監督官，特許局委員針金製造７

共著Jordanベルリンの技師ビンの栓６４
〃Schadwill特許局助手
＊１）H.Grotheベルリンの技師漂白､染色､捺染，および光

沢仕上げ
８

A.Pütsch民間の技師ガス燃焼２４
E.Blumベルリン─アンハルト機械製造A.G.鋳造３１続
W.Streckenベルリンの技師特許局助手肉粉砕機６６１８８１

＊２）H.Wehage私講師，特許局助手蒸気機関配分装置１４
Kosmannボイデン王室鉱山監督官亜鉛精錬４０
W.Weyl特許局委員タール染料２２
O.RuppertフランクフルトA.M.の技師換気設備２７
R.R.WernerT.H.ダルムシュタット正教授ボイラー､付属品も１３
H.Hoefinghoff技師，特許局助手プロンベン─
R.R.WernerT.H.ダルムシュタット正教授ボイラー用給水装置１６
H.Wehage私講師，特許局助手ボイラー給水調節設備１８１８８２
R.Mittag技師，特許局技術助手造船，および操船６５
J.Hofmann技師，特許局助手わら刻み機械４５

＊３）H.Grotheベルリンの機業８６
W.Strecken技師，特許局助手銃砲７２
vandenWyngaertベルリンの製粉所５０
R.R.WernerT.H.ダルムシュタット正教授ボイラー､付属品も１３続１８８３
R.Mittagベルリンの技師木材加工機３８
E.Krause特許局前技師爆薬と導火線７８
R.Proellドレスデンの調速器６０

＊４）H.Grotheベルリンの技師紡績用繊維と紡績２９と７６
R.R.WernerT.H.ダルムシュタット正教授ボイラー､付属品も１３続
E.Höfferベルリンの技師編み機─１８８５
R.R.WernerT.H.ダルムシュタット正教授ボイラー､付属品も１３続
R.Proellドレスデンの調速器６０続１８８６
R.R.WernerT.H.ダルムシュタット正教授ボイラー､付属品も１３続

＊５）K.HartmannT.H.ベルリン私講師ポンプ５０
E.A.Brauer空気，ガス発動機４６１８８７
A.Pütsch民間の技師ガス燃焼について─
A.Lehmann石鹸の成形と紋付け用装置

と機械
２３

R.Proellドレスデンの高速蒸気機関とその配分お
よび製御

─１８８９

R.Ziebarth風力，および水力機関８８１８９２

分量の多いものの例：＊１）９９ページ，図７８点，＊２）１０１ページ，図１８５点，＊３）１３８ページ，２８５特許，
＊４）１１１ページ，１６１特許，＊５）１７９ページ，図２６３点，３６２特許，なお，蒸気機関関係の合計は１６５ページ，
ボイラー関係の合計は３０９ページになる。
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日から１８７９年１月１日までに授与された特許の解

説である。その内容は，高炉生産と組み立て，ガ

ス，熱風，そしてとくにこの時期の最も関心が高

かった脱リンやベッセマー鋼生産用炉（転炉）等

に関わる発明の，各特許番号，特許授与者，その

者もしくは会社の所在地を明記した上での特許内

容の平易な説明とその評価が中心である。表に示

すように，産業革命を終えた繊維工業関係（紡

績，織物（機業），染色，捺染，光沢仕上げなど）

の充実ぶりと配分装置や調速器を含む蒸気機関関

係，給水調節装置他を含め，ボイラーの爆発事故

という社会問題もあって当時おそらく最大の技術

的問題であったボイラー関係が最多，銃砲，爆薬

は目に付くが，しかし一方木材加工は別として，

工作機械はまったく姿をみせない，そして最後に

ガス発動機と高速蒸気機関が現れる等，その特許

部門の構成と内容は興味深い６４）が，その技術史

的詳細にはここでは立ち入らない。いずれにせよ

これは，特許局の常勤職員（その最大部分は助

手）と非常勤委員，それに審査に関する助言者

等，当該特許部門の審査に直接間接に関わるのべ

２２人の執筆者を組織した，会報上合計２,０００ペー

ジを優に超える協会史上最大の取り組みの一つと

なった。

４）特許法とアメリカ

さらにこの新特許法は，産業と社会の新たな段

階のもとでより近代的，合法的な技術導入のあり

方を生み出した。というのは，上記帝国特許法第

３条の規定によれば，例えばアメリカで授与され

た特許もドイツで出願しさえすれば，その出願者

がドイツ特許を得られることになり，外国特許に

関わる実質的な技術導入が，公然かつ合法的に可

能になるからである。

Reulauxは，上記Jacobiの講演に続く議論のな

かでこの点にふれ，「重たい原則上の決心」であ

った「特許法特許が授与されるのは，発明者でな

く，出願者であること」は，主に外国，とくにア

メリカとの関係で導入されたことを示唆して，次

のように述べている６５）：「そう，かなたで人々は

言った：あなた方がドイツで出願者のみを発明者

と呼ぶならば，アメリカ人は決してなんじらのと

ころに来ないだろう。…この事情のもとで，その

効果についてまさに明らかになるにちがいない。

機械工業であれ化学工業であれ，彼の目的にとっ

て改良を発明したある産業家は，この改良に特許

が授与されないわけにはいかない。」

このように，すでにはじめにでふれ，また後述

もするように機械工業，とりわけ工作機械を中心

とした「アメリカにおいて達成されたたいそうす

ぐれた成果」そのもの，あるいはそれにもとづく

改良をドイツ特許として取得するという形態での

技術導入をReulauxは想定し，それを推奨さえし

ている。この点は，工作機械がないなど前述の

「特許の客観的評価」の特許部門構成とも関り，

アメリカからの技術移転を中心とするドイツの

Reuleaux研究等の結果とも一致する。

４．産業助成協会と経済─「ドイツ産業の経済情

勢に関する報告」

１）H.Weddingと「ドイツ産業の経済情勢に関

する報告」

１８７１年の帝国成立と普仏戦争勝利等により，ド

イツは空前の好況に沸き立ち，「創業者時代」，あ

るいは「泡沫会社氾濫時代」を迎えるが，１８７３年

にはバブルははじけ，取引所停止に始まる「創業

者恐慌」を生じ，これが７９年中葉まで続き，この

間生産性は向上したが，一方雇用（例えば１８７８-

７９年にベルリンの労働者の２５-２８％が失業）等事

態はなお悪化したことは，ドイツ経済史上よく知

られている６６）。
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１８７７年２月７日，程なくBismarckによって左

遷される６７）が当時商務大臣のAchenbachが産業

助成協会の創立記念祭に出席し，その式辞６８）で

「当今の経済情勢がいかに変わりやすくなってい

るか」，「悪い事態」を「政府のせい」に，「すべて

を指導的な個人（Bismarck）の経済政策に帰着」

しがちだが，今の経済情勢は「過剰供給の後の自

然必然性」をもち，「わが国に固有でなくあらゆ

る工業国に及んでいる」，まさに世界市場の問題

であることを指摘し，「状況の冷静沈着な調査」

を求めている。

そうした状況の中，１８８０年１１月の協会技術委員

会の会合で，会員（技術委員会の一委員）から

「個々の産業分野の状態についての毎年の概観」

を出すことが提起された６９）。

そのねらいは「会報がその種の包括的な仕事に

よって決定的に豊かにされ，特許の客観的評価に

収められている個々の産業部門の技術における進

歩に関する概観が，それによって望ましい補足を

見いだす」ことであった。とはいえたとえ商務大

臣から届けられた商業会議所報告が「適当な基礎

を提供する」としても，「あまりに大きな困難」と

思われた。その取り組みは「協会会員の力にあま

るだろう」。それにもかかわらず，１８８０年末に編

集者のWeddingは，「他の分野で類似の仕事をも

つわが協会会員の原動力にな」ることを期待し

て，その最初の試みとして「その振興がわが生涯

の課題であるドイツ鉄工業の適切，かつ中立的な

像」を「試みる」ことを決意した。

ところで，Weddingは７０），いうまでもなく経済学

者ではなく，“GrundrisderEisenhüttenkunde”

（「鉄冶金学原理」１８７１年）でよく知られる鉄冶金

学（製鉄学）の基礎を築いた著名な冶金学者

（１８６２年以降ベルリン鉱山アカデミー教授）では

あるが，鉱務監督官として一時商務省の冶金局長

も務め，おそらく実務にも明るかった人物であ

る。

その年末の会報に掲載されたこのWeddingの

論文「１８８０年におけるドイツ鉄工業」は，関税政

策の変更，とくにその年初の鉄関税の導入後の，

さまざまな種類の鉄価格と生産の変化を，世界市

場との関わりで詳細に分析した。とくに「最も求

められた顧客」，「つねに不安をもってヨーロッパ

のまなざしが投げかけられる国」アメリカからの

注文や市場価格動向をふまえドイツの，ピッツバ

ークとの競争，また「鉄の過剰生産の国」，「世界

にとっての価格の調節器」であるイギリス，クリ

ーブランドとの競争を具体的に明らかにしてい

る。そして価格情勢をこうまとめる。「１８８０年に

は，イギリスは価格をつくったとしても，北アメ

リカが世界市場を決定し，すべての他の生産国は

…アメリカの注文に応じて，イギリスによって命

じられた相場に従っている」と。そこで目下の結

論として，価格は原価に接近しているものの「た

くさんの注文」を受けている「われわれの鉄工業

の状態」に一応「満足してよい」が，「さらに利益

を高めるために何がなされ得るか」が追求されね

ばならず，「導入前のそれと寸分違わず等しい」

ので鉄関税をさらに上げるにしても今度は銑鉄と

可鍛鉄の同時的な上昇が必要と主張している。

このWeddingの最初の試みは，「一般的な関心

を見いだした」７１）。そこで協会は，「わが協会の目

的に有効であることを確実に見込んで」本格的に

この「個々の工業部門の経済情勢の客観的な記

述」の取り組みに着手した。

しかしこの取り組みは困難を極めた。後に

Weddingは，「個々の会員は，起草について力相

応な協力」が求められたが，「経済政策の変化，…

多くの土台の変化にさいして，導入された関税，

世界市場…に関する個々の現象に関して明晰な洞

察それ自体すら困難」であるのに，加えてそれは

「広範な見通しを与えることへの多くの人々の物
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怖じによって増幅された」と，「経済的論文の調

達を妨害した…多くの困難」７２）を率直に語ってい

る。

この「ドイツ産業の経済情勢に関する報告」と

題する一連の論文は，合計１８本公刊された。編集

部によって予告されながら，結局出されなかった

ものもある（例えばガラス工業）７３）。なお，その

うちWedding自身の執筆は４本である。

２）関税政策と諸産業─１８８１年４月４日の会合

この「ドイツ産業の経済情勢に関する報告」の

初期の特徴は，最新の世界市場の動向把握が，と

りわけ関税政策と結びついてなされたことであ

る。

周知のように，この時期ドイツは諸外国に対抗

して関税定率の変更を中心とし関税政策を変更し

た（１８７９年７月１５日付関税法，８０年１月１日施

行）。すでに述べたようにReuleauxは世界市場に

おけるアメリカの位置を中心に世界経済情勢分析

を行った（「フィラデルフィアからの手紙」，「第

９の手紙」）が，産業助成協会としては，上述の

Weddingの最初の試みがまずそのお手本を示した

ように，さしあたって各個別産業分野においてお

そらく当時最も関心の強かったこの新関税政策の

帰結，とくにその結果個別産業がそれによってい

かなる影響を受けたかに焦点をあてながら，それ

を通して会員の目を世界に開かせる経済情勢分

析，あるいは世界市場動向把握をあくまで当該部

門の個別産業に即して行い，そして当該部門の世

界市場におけるドイツ産業の経済的位置を，した

がって（関税定率の再変更も含めて）当該個別産

業の課題を明らかにするというやり方が取られ

た。

そのことは，初期，１８８１年の報告，（Ⅱ）皮革，

および毛皮７４），（Ⅳ）製粉業７５）そして（Ⅴ）陶器

類等７６）からも顕著に読み取ることができる。

これらのうちおそらく最も会内外の注目を集め

たのは，３番目に相当する「ドイツ繊維工業の経

済情勢」７７）に関する報告であろう。これのみ会報

上の論文発表ではなく，技術的議事日程として

１８８１年４月４日の産業助成協会会合で取り上げら

れ，報告と議論がなされ，ともに「議事報告」に

掲載された。報告者は，M.Weigert博士，政府の

関税政策に反対の立場を取り，この問題ですでに

著作も公刊している自由貿易主義の論客である。

まずWeigertは，ドイツ繊維工業にとって１８８０

年を長い不況の「諸年の後，激した興味深い年」

と位置づける。「激した」一つは，繊維工業は新

関税政策から最も影響を受けた（この分野の半製

品と全製品のかなりの関税引き上げと，さらに紡

糸関税の引き上げ），二つは，アメリカ合衆国の

（その年の大豊作の結果である「農作物の巨大な

輸出」，その売り上げによる）空前の好景気によ

って引き起こされた原材料の価格上昇である。そ

こで「輸出が頼りである」ドイツ繊維工業は，外

国市場からの注文増と国内状況のさしあたっての

改善という「二重の影響」を受けたという。そこ

で彼は，毛織物，梳毛紡糸，服地，ベルリン中心

の既製服製造販売，綿，亜麻，絹の順で，「繊維工

業の個々のグループ」毎に，その実態を示してい

く。そして彼は，それからは国内状況の改善は

「一時的」であって，「反対にその弱化が確認され

る」と結論する。また帝国統計局の繊維工業に関

する輸出入統計の分析から，例えば「新関税の作

用」として「外国の紡糸の氾濫」を生じるはずで

あったのにかえって１８８０年の輸入減をきたしたこ

とは，前年の駆け込み輸入増によるものであり，

この点で保護関税論者の結論が「完全に根拠のな

い」ことを示し，「輸出する工業国家が，他の民族

の工業から自身を遠ざけることは無意味」と，あ

らためて自由貿易論者としての自説を主張して報

告を終える。
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この報告は，激しい議論７８）を引き起こした。

まず化学工業家で技術委員会委員のMartiusが，

（報告者の名前を）「通告されたときにすでに，い

かなる結論か，…ろくな講演はしないだろう」と

予想し得たと一撃し，染料や光沢仕上げの材料な

ど自らが関わる化学工業の「１/３以上は繊維工業

に属する」が「去年化学工業は，以前には決して

なかったように飛躍した」ことを挙げながら，

「Weigert博士の講演には確定的な数字がない」の

で，「現行関税立法の是非に関する比較の十分な

根拠なしに決定的なことをいうのは不可能」と主

張した。

なお，この１８８１年４月４日の会合での報告と議

論でもって，「ドイツ産業の経済情勢に関する報

告」の，関税政策と諸産業の関わりを中心とした

展開は終了する。それは，もともと「そのような

展望を与える計画を聞いたときに，今日何が生じ

るか予想していた」として，「決定的にあらゆる

面で異議をさしはさむ余地がない像が与えられる

のは，ともかくまったく不可能」とする，このと

きのDelbrückの議論のまとめによるところが大

きいようにも思われる。ただし，Weddingは別の

見解を述べている７９）。

３）専門機械製造の発展─機械工業

「ドイツ産業の経済情勢に関する報告」の新た

な，もう一つの展開が，１８８２年からなされる。そ

れが，ベルリン・モアビットのベルリン─アンハ

ルト機械製造株式会社部長（Direktor）で産業助

成協会の当時最も有力な会員の一人，技術委員会

委員のE.Blumによる「機械製造の経済情勢」８０）

である。これは，Weddingがお手本を示し，その

後の報告がほぼそれに従った価格等世界市場動向

を中心とした従来の報告のスタイルとは変わり，

この分野の主要製造品目毎，工場名を挙げてのよ

り具体的な記述となっている。

Blumはまず１８８１年のこの分野の経済情勢につ

いて，泡沫会社氾濫時代に限度を超えて拡大し

「まったく満足し得ない価格にさいして相変わら

ず供給過剰」が続く「あまりうれしくない」，「依

然としてよろこばしいとはいえない」情勢が「一

般的機械製造」にはあてはまるがしかし，専門機

械製造は全く別であると主張する。６１工場中１８が

無配，平均配当金等の全体的状況も示しながら，

「保護関税によって世話され」ながら１８万マルク

の赤字を出したケルン機械製造会社と一方高い配

当金を出したvonEckerundLoweのような専門

工場を対比させて，それを鮮明にしている。

ついで「世界市場でもいたるところ競争し得る

発達のある高さにある」専門機械製造の好調の理

由を，新特許法にもとづく特許制度に求めてい

る。彼は，特許保護が「決定的に促進する影響」

を及ぼしているとみなし，「今日特許が取得され

た生命力ある革新にとって，資本の発明の利用し

尽くしに容易に到達する…よろこばしい事実」と

して，「さまざまな重要な新発明を買い入れ，そ

の導入に関与」８１）しているドイツ国立銀行や専門

工場に投資する「資本力」をもつイギリス人やア

メリカ人の例などを挙げている。

特許法のもとで発展した品目や工場の例とし

て，次を挙げている８２）：

とくに「アメリカの進歩の利用のもとで」抜群

に進んだ工作機械製造，同様に兵器部門とミシ

ン，そして「ドイツが真の勝利を祝う」ガス発動

機，今や「イギリスの輪転機は問題外」にした書

籍印刷用高速度輪転機，さらに（爆発事故予防と

して）ボイラー検査協会が求める堅牢さと経済性

も兼ね備えた「ボイラー組み立ての改革」（例え

ば波形管の発明など）を要したボイラー工場，製

品形式は省略するが「きびしい競争のもとで品質

はまったく卓越したものになった」蒸気機関，蒸

気機関車製造，その他レンガ機，化学工場用の品



F.Reuleauxと産業助成協会の新展開に関する一論考（宮下晋吉） 37

目，さらにとりわけ工場設備のみならず倉庫や商

店に拡がった昇降機（エレベーター），繊維と光

沢仕上げ関係，ガス関係，ロシアや東欧に「顕著

な売れ行き」をもつ農業機械工場等。なお，これ

らの革新のうちかなりの部分は，前章で示した

「特許の客観的評価」で重点的に取り上げられた

ものと重なっている。

Blumは，これに加えて翌年の論文「Ⅸ 小型

原動機」８３）で，Ottoのガス機関など小型原動機

の，手工業にとつての，また小工業の大工業との

競争力にとっての意義を詳細に論じている。さら

に彼は，１８８４年に前述のものと同タイトルの論

文８４）を発表し，とくにDeutzの新ガス発動機工場

に象徴されるような「わが特許法の結果促進され

た大資本家，産業企業が支える新しい構造の発

展」と，より古い工場にもそれが拡大し「平衡状

態を回復し」つつあることを確認した上で，「わ

がドイツの製造者と製造業者が品質問題に重きを

置くことを学び，…わがドイツの機械製造を短期

間でこの高い発展にもたらしたのは，わが特許法

の影響」とあらためて特許法の影響を「祝福」す

らしている。これは，アメリカからの技術導入も

含めて，Reuleauxの理想が，ドイツの専門機械製

造の分野でいち早く実現したと彼が考えていると

もみなし得よう。Blumは「新たな，かつ儲かる

課題」８５）すら提起してこの論文を終えている。

４）世界市場展開めざして─鉄工業と植民政策

最後にWeddingの帝国主義的展開についてふ

れておこう。

Weddingは１８８２年に，「１８８１年におけるドイツ

産業の経済情勢に関する報告 １．ドイツ銑鉄工

業」と題する論文８６）を発表し，各種鉄の中でも

とくに銑鉄（原料鉄）を取り出し，その工業の世

界市場動向を分析している。とくにオーバーシュ

レージエン，ニーダーライン・ヴェストファーレ

ン等のドイツを代表する鉄工業地域の状況を，な

かんずくイギリスのクリーブランドとグラスゴー

のスコットランド倉荷証券との競争を中心に具体

的に分析し，依然としてイギリスの銑鉄価格に影

響されてはいるが，「最も顕著な鉄の消費者」た

るプロイセン国家の「決定的な鉄道路線の採用」

などにより後者の「一面的な影響からやや解放さ

れた」と，一部ではあるがやや楽観的な評価に変

わっている。

ついで彼は１８８５年に，「植民政策に関するドイ

ツ鉄工業の経済情勢」８７）というタイトルのかなり

大部の論文を発表している。

まず彼は，上記１８８１年の報告以降の推移を，

１８８２，８３，８４年の各年度毎に，そして今度は銑鉄

だけでなく，各種鉄の価格について，そして上と

同様にドイツの製鉄地域毎に詳細な分析を加え，

全体として「相応する消費の増大なしの一般的な

生産の上昇，それによって引き起こされる販売の

困難，ついでそれに続く生産制限，にもかかわら

ずゆっくりとだが確実な世界市場での価格下落」

と，全体としてかなり悲観的な評価を加えてい

る。ここでは，当時のドイツ資本主義の中核をな

す鉄鋼資本の間で生産量や最低価格を調整するカ

ルテルが形成されても，「すり抜け，…隙間を満

たそうとする」「小賢しい人」が続出し，失敗に終

わるという独占資本主義形成のリアルな一面も描

写されている。

ついで，「プロイセンにおける（鉄）生産発展の

回顧」，すなわちプロイセンの領土拡張をもたら

した「戦争と政治的できごと」がその飛躍を伴う

１８３７年以来半世紀の製鉄業史８８）を振り返ったう

えで，「１８８４年におけるその他の鉄生産国の鉄工

業の情勢」をまとめている：まずイギリスの鉄工

業について「過剰生産，とくに世界市場でのドイ

ツとの競争が原因」の１８８３年以降の下落にふれた

後，１８８４年にイギリスの植民地カナダに１０００トン



立命館産業社会論集（第４３巻第２号）38

のレールを供給し「初めての鉄輸出」を成し遂げ

た北アメリカ（の合衆国）に注目し，ついでフラ

ンス等世界の他の国の鉄生産にふれている。

これらをふまえて，あるべきドイツの鉄生産に

ついて検討に入る８９）：

まず上記「世界の総生産」の中で第３位を占め

るドイツの１８８３，８４年の各２.２，２.０万キロトンの

鉄生産の内容を分析する。損失を除いて，棒鉄お

よび建築用鉄材と，レールをはじめとする鉄道材

料が同じ４３２０キロトン，３０％を占める。それ以外

は薄板および針金が３６００，２５％，鉄および鋼製品

（機械部品，軍需品を含む）２１６０，１５％。つまり鉄

道用材料の比重が非常に高い。ついで今後の「世

界の鉄道網の発展」と，それによる鉄需要の予測

を行う。北アメリカの単線鉄道は５０％，６６.３万キ

ロトンの鉄需要が見込まれる，ドイツでも従来の

錬鉄レールから溶鉄レールへの変換が見込まれ，

２万トンのレールをはじめとする鉄道材料の需要

が期待される。これらにより，早晩世界の鉄道の

成長は，現在の鉄生産の「過剰を食い尽くす」。

この需要をめぐって，「ドイツが世界市場で競争

する」，すなわち「イギリスと，後には北アメリカ

と争う」ことになるが，その成否は「売れ行きの

確保」次第である，と。

ところで「イギリスがカルテルを廃止するため

にインドのレールの需要を確保し」，それによっ

て失敗したように，「国際カルテル」はあてにな

らない。ドイツ鉄工業の発展は「その進歩が最も

短期間であらゆる国や民族の束縛のない公共財産

になる…特許法のおかげ」であり，例えばリンを

含む銑鉄を溶鉄に変え得るトーマス法，燃料節

約，ベッセマー関連等々「いたるところでなされ

た技術進歩」は重要であったし，今後の進歩発展

も重要ではあるが，また各「産業部門の利益」に

関わる「無味乾燥な統計と注意深い計算が必要」

な，新たな鉄関税，運賃の低減，特定の部門の助

成等当面の施策も重要ではあるが，彼はより長期

的には「鉄道材料にとっての販路としてのわれわ

れの植民地」によって「ドイツの鉄工業が世界市

場でイギリスやアメリカとの競争において外国の

助けなしに陣地を確保する」９０）ことを展望し，事

実上それを求めてさえいる。

ドイツ経済史上よく知られているように，ドイ

ツ帝国主義は，１９９０年代の高揚の中，資本輸出，

植民地領有そのものよりもさしあたり「鉄道建設

を通じて拡がった市場の征服の場合により大きな

役割」をもって形成されるが，Weddingの「ドイ

ツ産業の経済情勢に関する報告」全体の最後をし

めくくるこの発言は，帝国主義と科学，技術の関

わり９１）の一つの出発点をも示すように思われる。

おわりに

これまで述べてきたようにまずReuleauxが先

頭に立っていささか刺激的に，したがって波風も

受けながらも切り開いた途を，Weddingが堅実

に，しかし断固として前進させてきた産業助成協

会の新展開は，いかなる成果を生んだか？

第一に，なによりも産業助成協会が時代の産業

と社会の要求に的確に応え得るようになったこ

と，１８８２年末Weddingは，健康上の理由から会報

編集者を辞し，後任のA.Slabyに後を託したが，

産業助成協会の発行する雑誌，とくに「会報」と

「議事報告」の，かかる意味での変化，豊富化につ

いて，Wedding自身「編集者の読者への別れのあ

いさつ」９２）の中で，以前「プロイセン国家政府の

支持によって豊かに流れ込んでいた会報の素材」

に代わって，ふたたび「ありあまるほどの，かつ

綿密な選択を可能にする素材」が「編集部にとぎ

れなく流れ込」んだと表現している。その内容と

意味については，これまで本論で詳述してきたと

おりである。
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第二は，産業助成協会の組織的拡大，会員の増

加である。すでに述べたように１８７７年初には創立

時の３６７名にまで落ち込んでいた会員数が，１８８１

年には７５０名を越え，その後１９０１年に最高の約

１５００名に達するまで，多少の波はあるがほぼ一貫

して増加を続けることになる。正確な評価には会

員構成の変化の分析等も必要であるが，Wedding

自身「私の編集中に２倍以上になり，それに対し

て同時に，出版物への関心のみが協会と結びつけ

ている市外会員数は約４倍に成長している」９３）と

その点に少しふれている。

したがって，上述の意味で新展開による協会改

革は基本的に成功したとみなされ得よう。

以上から，Reuleauxの「フィラデルフィアから

の手紙」を端緒とし，とくにドイツ帝国特許法

（１８７７年）と経済，とくに世界市場展開対応の二

つを中心とする産業助成協会の新展開のプロセス

とその歴史的意味については，Reuleauxと産業助

成協会の関わりの欠如という戦後ドイツの

Reuleaux研究における不十分さもあわせて，十分

明らかになったように思われる。

なお，本論文が明らかにしたことのもう一つの

側面，特許制度史に関わる部分の今日的意味につ

いて，最後にふれておく。

昨年２００６年に世界特許制度史上画期的なできご

とが起きた。日本は大正１０年特許法以来「先願主

義」だが，長年「発明主義」を堅持してきたアメ

リカ合衆国が，ついに先願主義に舵を切り替えた

のである。これによって先願主義が世界標準とな

ることは確実である。先願主義が１９世紀後半ドイ

ツで生まれたことは知られていたが，しかしその

誕生のいきさつは，これまでわが国ではほとんど

といってよいほど，明らかにされて来なかった。

先願主義が，いったい誰によって，いかなる理念

にもとづいて，どのようにして生み出されたのか

は，知的財産権が社会問題になる今日，興味をそ

そられるテーマであろう。本研究は，直接特許問

題から出発したものではないにもかかわらず，は

からずも結果的にはこの問題に対する直接的，の

みならず最も根本的な答えをも提供したように思

われる。
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（広重徹『科学の社会史』（中央公論社）p.７３）
が，いかに社会科学の常識を無視したものであ
ったかがよくわかる。

９２） H.Wedding:‘Abschieddes…’,In:V,61
(1882)pp.485-486.

９３） H.Wedding:Ibid.,p.486.
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Abstract:InthewakeofGermanunification,orthecreationoftheGermanempire,‘Vereinzur
BeförderungdesGewerbefleißeszuPreußer’(establishedin1821)amendeditsbylawsin1875.(Its

namewasalsochangedtothe‘VereinzurBeförderungdesGewerbefleißes’)Undertheleadershipof

F.Reuleaux,editoroftheassociation’sbulletins,radicalchangeswerebroughtaboutinthe

associationbetweenthelate1870sand1880s.

Majordriving forcesbehind therapid evolution oftheassociation weretheCentennial

ExpositionheldinPhiladelphia,USAin1876anda“letterfromPhiladelphia”writtenbyReuleaux

abouttheExposition,aswellashisquestionsraisedatanassociationmeetingheldinOctoberof

thesameyearaboutthequalityofGermanproducts,whichwerenotoriousforbeing“cheapand

nasty.”Inresponse,theassociationmadefresheffortswithfocusontwofronts.

ThefirstchallengewastoformulatetheGermanpatentlaw(GermanempirepatentlawofMay

1877)modeledontheUSpatentsystem,andtodisseminatethelaw.Between1879and1892,the

associationpresentedinitsbulletinsmorethan30researchpapers(atotalofwellover2,000

pages)concerningthesituationwithregardtopatentacquisitionbyareaunderthetitleof

“ObjectiveAssessmentofPatentsGrantedinGermany,”makingitoneoftheassociation’sgreatest

achievements.

Followingthecollapseofthebubbleeconomyin1873,Germanyfacedharsh economic

conditions,includingstiffcompetitionfromtheUKandtherisingUS,andchangesintariffpolicy.

Undersuchseverecircumstances,theotherimportantchallengeoftheassociationwastoidentify

issuesconfrontingindividualindustriesinGermanyandcultivatetheglobalmarket.Tothatend,

H.Wedding,theassociation’sneweditor,playedaleadingroleinthepresentationofatotalof18

papersunderthetitleof“ReportonEconomicPolicyintheGermanIndustry”intheassociation

bulletinsbetween1881and1885.Thoseeffortslargelycontributedtobouncingbackfromasharp

decreaseinthemembershipoftheassociation,leadingittoasuccessfulreform.

Keywords:reform of‘Verein zurBeförderungdesGewerbefleißes’,F.Reuleaux,“letterfrom

Philadelphia”,“ObjectiveAssessmentofPatents”,H.Wedding,“ReportonEconomic

PolicyintheGermanIndustry”
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